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住民の8020達成のための市町村「歯の健康づくり得点」の作成
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　市町村もしくは地域ごとの口腔の健康指標となる「歯の健康づくり得点」の作成，検討をした。

すなわちモデルとして愛知県海部郡飛島村における歯の健康づくり指標，「歯のすこやか得点」

を作成した。愛知県飛島村成人住民で住民健康診査を受けた777人に口腔診査と15項目からなる

現在および過去の食生活習慣・生活習慣の質問調査を行った。各年代の保有歯数と質問票の問診

からオッズ（odds）比およびその95％信頼区間を算出し，オッズ比が有意な質問項目について林

の数量化Ⅱ類による偏相関係数のレンジより得点化することを検討した。

　その結果，①歯の保有状況と食生活習慣・生活習慣の間でオッズ比が有意なものは11項目であ

った。②女性では60から69歳において「間食回数」がオッズ比13.1で，間食回数の少ない者が保

有歯数が有意に多かった。③男性では50から59歳において「歯肉腫脹」がオッズ比11.1で歯肉腫

脹の経験が少ないほど保有歯数が有意に多かった。④オッズ比に有意性が認められた11項目を説

明変数とし，同年齢層の平均保有歯数よりも保有歯数が多いか少ないかを基準変数とし林の数量

化Ⅱ類を用いて分析を行った結果，「歯肉腫脹」がレンジ1.24で最も保有歯数に強く影響してい

た。ついで「歯がしみる」レンジ0.765，「趣味の有無」レンジ0.691であった。⑤偏相関係数の

向きが逆になった「飲酒」を除いた10項目で「歯のさわやか得点」を作成した。⑥「歯のさわや

か得点」を調査結果に当てはめた結果は20点満点で平均9.6点であった。

　以上から食生活習慣・生活習慣（ライフスタイル）の質問紙法による調査および口腔診査を基

にオッズ比，さらに林の数量化Ⅱ類を用いて点数にょる重み付けを行い健康づくり得点を作成す

ることができた。
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